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１．

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
七
月
二
八
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
二
三
回
参
議
院
選
挙
は
、
自
民
党
・
公
明
党
の
与
党
が
圧
勝
し
、
連
立
与
党
が
参
議
院

で
の
過
半
数
を
回
復
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
回
二
〇
一
〇
年
の
参
院
選
で
当
時
の
民
主
党
政
権
が
過
半
数
を
失
っ
て
以
降
、
二
〇
一
二

年
末
の
第
二
次
安
倍
晋
三
政
権
へ
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
も
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ね
じ
れ

２
）

国
会
」
が
、
三
年
ぶ
り
に
解
消

さ
れ
た
。

「
ね
じ
れ
国
会
」は
、
近
年
の
日
本
政
治
に
お
け
る
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
で

３
）

あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
、
第
一
次
安
倍
政
権
下
で
お
こ

な
わ
れ
た
参
院
選
で
、
民
主
党
が
大
勝
し
て
参
議
院
の
第
一
党
に
躍
り
出
て
以
来
、
二
〇
〇
九
年
九
月
に
民
主
党
政
権
が
発
足
す
る
ま
で
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の
間
も
、「
ね
じ
れ
国
会
」
の
状
態
が
続
い
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
か
ら
の
六
年
間
で
、
民
主
党
政
権
発
足
か
ら
の
約
一
〇
か
月
を
除
き
、

「
ね
じ
れ
国
会
」の
状
態
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
政
権
与
党
は
総
じ
て
議
会
運
営
に
苦
慮
し
、
議
会
政
治
の
機
能
不
全
が
深
刻
化

し
た
。「
ね
じ
れ
国
会
」
と
と
も
に
現
れ
た
「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」
か
ら
の

４
）

脱
却
が
、
近
年
の
日
本
政
治
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
参
院
選
で
の
自
公
両
党
の
勝
利
に
よ
り
、「
ね
じ
れ
国
会
」が
解
消
さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
政
治
は
ひ
と
つ
の
転
機
を
迎
え

た
。
事
実
、
参
院
選
後
の
第
二
次
安
倍
政
権
は
安
定
的
な
議
会
運
営
に
成
功
し
て

５
）

き
た
。
二
〇
一
二
年
衆
院
選
と
二
〇
一
三
年
参
院
選
に

続
い
て
圧
勝
し
た
こ
と
で
、
与
党
な
ら
び
に
安
倍
政
権
は
、
大
い
な
る
「
安
定
」
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
参
院
選
の
直
後
に
は
、「
自
民
一
強
時
代
」
な
る
表
現
が
用
い

６
）

ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
続
い
て
き
た
自
民
・
公
明
両
党
と
民
主

党
が
対
峙
す
る
二
大
勢
力
時
代
か
ら
の
転
換
が
印
象
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
参
院
選
に
先
立
つ
二
〇
一
二
年
衆
院
選
が
、
単
な
る
民
主

党
の
惨
敗
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
維
新
の
会
や
み
ん
な
の
党
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
極
」
の
台
頭
を
も
も
た
ら
し
た

こ
と
が
大
き
い
。
第
三
極
の
各
政
党
は
、
参
院
選
で
は
大
幅
な
議
席
増
を
達
成
す
る
こ
と
こ
そ
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
民
主
党
の
退
潮

は
続
き
、
野
党
陣
営
に
は
多
く
の
小
政
党
が
林
立
す
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
参
院
選
の
後
、
み
ん
な
の
党
が
分
裂
し
て
結
い
の
党
が
結

成

７
）

さ
れ
、
そ
の
結
い
の
党
と
の
合
併
を
め
ぐ
っ
て
日
本
維
新
の
会
が
次
世
代
の
党
と
分
党
す
る
な
ど
、
野
党
の
「
混
沌
」
は
収
ま
る
兆
し

を
見
せ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

本
稿
の
第
一
の
目
的
は
、
安
倍
政
権
の
「
安
定
」
と
、
野
党
陣
営
の
「
混
沌
」
を
も
た
ら
し
た
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
結
果
に
つ
い
て

改
め
て
観
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
章
に
お
い
て
行
わ
れ
、
ま
ず
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
結
果
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
同

じ
く
「
極
端
な
結
果
」
を
も
た
ら
し
た
過
去
の
参
院
選
の
う
ち
、
四
回
を
と
り
あ
げ
て
比
較
す
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
目
的
は
、「
安
定
」

と
「
混
沌
」
が
今
後
の
日
本
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
章
で
は
、
民
主
党
と
い
う
政
党
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の
経
験
を
軸
に
、
日
本
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
し
、
今
後
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
行
方

に
つ
い
て
展
望
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

２．

安
定
と
混
沌
を
も
た
ら
し
た
も
の

２．

１

二
〇
一
三
年
参
院
選
⑴：

全
体
の
結
果

ま
ず
、
表
１
か
ら
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
結
果
を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
て
お
こ
う
。
自
民
党
は
改

選
六
五
議
席
と
大
勝
し
、
非
改
選
議
席
と
合
わ
せ
て
一
一
五
議
席
と
な
っ
た
。
公
示
前
の
八
四
議
席
か

ら
大
き
く
議
席
を
伸
ば
し
た
が
、
単
独
で
の
過
半
数
（
一
二
二
議
席
）
に
は
及
ば
な
い
数
字
で
あ
る
。

だ
が
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
の
公
明
党
が
一
一
議
席
を
獲
得
し
て
、
自
公
で
一
三
五
議
席
と
な
っ
た
た
め
、

連
立
政
権
と
し
て
過
半
数
を
回
復
し
た
。
一
三
五
と
い
う
数
字
は
、
過
半
数
の
み
な
ら
ず
、
参
院
に
お

け
る
安
定

８
）

多
数
も
ク
リ
ア
す
る
数
字
と
な
っ
て
い
る
。

民
主
党
は
、
公
示
前
に
は
第
一
党
の
座
に
あ
っ
た
が
、
一
七
議
席
の
確
保
に
と
ど
ま
り
、
非
改
選
を

合
わ
せ
て
も
五
九
議
席
と
参
院
の
第
二
党
に
後
退
し
た
。
自
民
で
も
民
主
で
も
な
い
い
わ
ゆ
る
「
第
三

極
」
の
政
党
で
は
、
み
ん
な
の
党
と
日
本
維
新
の
会
が
と
も
に
八
議
席
と
伸
び
悩
ん
だ
。
な
か
で
も
維

新
は
、
二
〇
一
二
年
衆
院
選
で
民
主
（
五
七
議
席
）
に
迫
る
五
四
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
参
院
選

で
は
民
主
の
半
数
以
下
と
な
っ
た
。

与
党
大
勝
の
あ
お
り
で
苦
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
野
党
に
あ
っ
て
、
唯
一
気
を
吐
い
た
の
が
共
産
党

表１ 2013年参院選結果

自民 民主 公明 みんな 共産 維新 社民 生活 改革 みどり 諸派 無所属 定数

当 選 65 17 11 8 8 8 1 0 － 0 1 2 121

選挙区 47 10 4 4 3 2 0 0 － 0 1 2 73

比 例 18 7 7 4 5 6 1 0 － 0 0 － 48

公示前 84 86 19 13 6 3 4 8 2 4 2 6 237(欠員5)

新勢力 115 59 20 18 11 9 3 2 1 0 1 3 242

出典：『読売新聞』HP（http://www.yomiuri.co.jp/election/sangiin/2013/：2014
年７月17日最終アクセス）より、山本修正。
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で
あ
る
。
共
産
は
み
ん
な
・
維
新
と
並
ぶ
八
議
席
と
躍
進
し
、
改
選
三
議
席
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
そ
の
他
、
社
民
党
は
一
議
席
、
生
活

の
党
と
み
ど
り
の
風
は
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。

投
票
率
は
五
二

六
一
％
と
、
前
回
二
〇
一
〇
年
の
参
院
選
よ
り
も
五

三
一
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
、
参
院
選
と
し
て
は
過
去
三
番
目
の

低
さ
で
あ
っ
た
。

２．

２

二
〇
一
三
年
参
院
選
⑵：

選
挙
区
と
比
例
区

次
に
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
結
果
を
、
選
挙
区
と
比
例
区
に
わ
け
て
順
に
み
て
い
く
。
ま
ず
選
挙
区
に
つ
い
て
、
定
数
ご
と
に
結
果

を
整
理
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
人
区
（
三
一
選
挙
区
）：

自
民
二
九
、
無
所
属
・
諸
派
二
（
岩
手
・
沖
縄
）

二
人
区
（
一
〇
選
挙
区
）：

自
民
一
〇
、
民
主
七
、
み
ん
な
一
（
宮
城
）、
維
新
一
（
兵
庫
）、
共
産
一
（
京
都
）

三
人
区
（
三
選
挙
区
）：

自
・

９
）

公
・
み
（
埼
玉
）、
自
・
自
・
民
（
千
葉
）、
自
・
民
・
み
（
愛
知
）

四
人
区
（
二
選
挙
区
）：

自
・
み
・
公
・
民
（
神
奈
川
）、
維
・
自
・
公
・
共
（
大
阪
）

五
人
区
（
一
選
挙
区
）：

自
・
公
・
共
・
無
・
自
（
東
京
）

参
院
選
全
体
の
勝
敗
の
帰
趨
を
決
す
る
と
い
わ
れ
る
一
人
区
で
は
、
自
民
党
が
三
一
選
挙
区
中
二
九
勝
と
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
。

民
主
党
を
離
党
し
た
元
復
興
相
・
平
野
達
男
の
後
塵
を
拝
し
た
岩
手
と
、
地
域
政
党
で
あ
る
沖
縄
社
会
大
衆
党
の
糸
数
慶
子
に
敗
れ
た
沖

縄
を
除
き
、
一
人
区
は
す
べ
て
自
民
党
候
補
が
勝
利
し
た
。
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二
人
区
は
、
二
〇
〇
四
年
・
二
〇
〇
七
年
・
二
〇
一
〇
年
の
三
回
の
参
院
選
で
、
い
ず
れ
も
自
民
と
民
主
が
議
席
を
分
け
合
っ
て
き

10
）

た
が
、

今
回
は
異
な
る
様
相
を
呈
し
た
。
全
部
で
一
〇
あ
る
二
人
区
の
う
ち
、
民
主
党
が
議
席
を
確
保
し
た
の
は
七
選
挙
区
に
と
ど
ま
り
、
残
り

の
三
選
挙
区
で
は
他
の
野
党
が
議
席
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
は
、
二
大
政
党
の
一
翼
と
し
て
の
民
主
党
の
立
場
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
の
証

左
と
も
い
え
る
。

三
人
区
以
上
の
選
挙
区
で
も
、
自
民
党
と
公
明
党
が
手
堅
く
全
候
補
者
を
当
選
さ
せ
た
一
方
、
民
主
党
の
苦
境
は
明
ら
か
で
あ
る
。
埼

玉
や
大
阪
で
議
席
を
獲
得
で
き
ず
、
五
人
区
の
首
都
・
東
京
で
も
議
席
を

11
）

失
っ
た
。
代
わ
り
に
、
み
ん
な
の
党
が
埼
玉
と
愛
知
と
神
奈
川

で
そ
れ
ぞ
れ
一
議
席
を
獲
得
し
、
日
本
維
新
の
会
も
地
元
・
大
阪
で
一
人
を
当
選
さ
せ
た
。
共
産
党
も
、
か
つ
て
は
議
席
を
有
し
て
い
た

東
京
で
二
〇
〇
一
年
以
来
の
当
選
者
を
出
し
た
ほ
か
、
大
阪
で
も
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

続
い
て
、
比
例
区
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
民
一
八
、
公
明
七
、
民
主
七
、
維
新
六
、
共
産
五
、
み
ん
な
四
、
社
民
一

自
民
党
が
他
を
引
き
離
し
て
第
一
党
と
な
り
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
の
公
明
党
が
こ
れ
に
続
い
た
。
民
主
党
は
、
議
席
数
こ
そ
並
ん
だ
も

の
の
、
得
票
数
で
公
明
党
を
下
回
る
結
果
に
な
っ
た
。
日
本
維
新
の
会
は
、
選
挙
区
で
は
二
議
席
で
み
ん
な
の
党
の
四
議
席
に
及
ば
な
か
っ

た
が
、
比
例
区
で
は
六
議
席
を
獲
得
し
て
み
ん
な
の
党
（
四
議
席
）
を
上
回
っ
た
。

２．

３

過
去
の
参
院
選
と
の
比
較

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
二
〇
一
三
年
参
院
選
を
、
過
去
の
参
院
選
と
比
べ
て
み
る
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
で
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あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
一
九
九
二
年
以
降
の
参
院
選
の
う
ち
、
自
民
党
が
大
勝
す
る
か
大
敗
し
た
四
回
の
選
挙
と
比
較
す
る
。
具
体
的

に
は
、
一
九
九
二
年
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
九
九
二
年
と
二
〇
〇
一
年
に
は
自
民
党
が
大

勝
を
収
め
、
一
九
九
八
年
と
二
〇
〇
七
年
に
は
大
敗
を
喫
し
た
選
挙
で
あ
る
。

比
較
対
象
を
「
自
民
大
勝
」「
自
民
大
敗
」
の
参
院
選
に
絞
る
の
は
、「
極
端
な
結
果
と
な
っ
た
参
院
選
」
と
比
較
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
小
選
挙
区
（
一
人
区
）
以
外
に
、
中
選
挙
区
（
二
人
区
以
上
）
と
比
例
区
を
含
む
参
院
選
は
、
小
選
挙
区
中
心
の
衆
院
選
に

比
べ
、
一
つ
の
政
党
が
圧
倒
的
に
議
席
を
獲
得
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
二
〇
一
三
年
は
自
民
党
が
改

選
過
半
数
を
上
回
る
議
席
を
獲
得
し
た
選
挙
で
あ
り
、
同
様
に
自
民
党
が
大
勝
し
た
選
挙
と
比
較
し
た
方
が
大
勝
の
構
造
を
浮
き
彫
り
に

す
る
の
に
適
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
民
党
が
大
敗
し
た
選
挙
と
い
う
の
も
、
大
勝
と
は
逆
の
意
味
で
「
極
端
な
結
果
」
の
選
挙
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
の
場
合
、
自
民
党
の
大
敗
は
そ
の
ま
ま
民
主
党
の
大
勝
を
意
味
し
て
い
る
。
大
勝
の
構
造
を
探
ろ
う
と
い
う
と
き
、
自
民
党

以
外
の
党
が
大
勝
し
た
ケ
ー
ス
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
九
九
八
年
は
、
自
民
党
の
大
敗
が
他
党
の
大
勝
を
意
味

す
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
が
、
前
年
末
の
新
進
党
の
解
党
を
受
け
、
野
党
再
編
の
只
中
に
あ
っ
た
と
い
う
点
が
二
〇
一
三
年
に
似
て

い
る
た
め
、
分
析
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

本
稿
が
比
較
対
象
と
す
る
四
回
の
選
挙
と
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
結
果
を
、
選
挙
区
の
定
数
と
比
例
区
に
わ
け
て
ま
と
め
た
の
が
表
２

で
あ
る
。
以
下
で
は
、
自
民
、
民
主
、
共
産
、
第
三
極
の
政
党
と
い
う
順
で
、
過
去
の
選
挙
と
の
比
較
を
試
み
る
。

⑴

自
民
党

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
一
三
年
の
自
民
党
は
一
人
区
で
圧
勝
（
三
一
選
挙
区
中
二
九
勝
）
し
た
が
、
そ
の
程
度
は
二
〇
〇
一
年
（
二

七
選
挙
区
中
二
五
勝
）
や
一
九
九
二
年
（
二
六
選
挙
区
中
二

12
）

四
勝
）
に
匹
敵
す
る
水
準
で
あ
る
。
大
敗
し
た
二
〇
〇
七
年
で
も
、
六
議
席
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表
２

過
去
の
参
院
選
と
の
比
較

2013年
（
第
23回

)
2007年

（
第
21回

)
2001年

（
第
19回

)
1998年

（
第
18回

)
1992年

（
第
16回

)

全
体
の
結
果

自
民
大
勝

ね
じ
れ
解
消

民
主
大
勝

民
主
、
参
院
第
一
党

自
民
大
勝

小
泉
旋
風

自
民
大
敗

橋
本
内
閣
総
辞
職

自
民
大
勝

55年
体
制
下
最
後
の
参
院
選

選
挙
区

１
人
区

自
民

29

民
主

0

無
所
属
・
諸
派

2

自
民

6

民
主

17／
国
民

1

民
主
系
無
所
属

5

自
民

25

民
主
系
無
所
属

1

自
由

1

自
民

16

野
党
系
無
所
属

7

自
由

1

自
民

24／
無
所
属

1

諸
派

1

計
31選

挙
区

計
29選

挙
区

計
27選

挙
区

計
24選

挙
区

計
26選

挙
区

２
人
区

自
民

10

民
主

7

み
・
維
・
共

各
1

自
民

12

民
主

12

自
民

14／
無
所
属

1

民
主

13

自
由

1／
無
所
属

1

自
民

15／
無
所
属

2

民
主

9／
無
所
属

7

社
民

1／
共
産

2

自
民

17／
無
所
属

1

社
会

8／
無
所
属

1

共
産

1

計
10選

挙
区

計
12選

挙
区

計
15選

挙
区

計
18選

挙
区

計
14選

挙
区

３
人
区

自
民

4／
公
明

1

民
主

2

み
ん
な

2

自
民

4／
公
明

1

民
主

7

自
民

4／
公
明

4

民
主

4

自
民

0

民
主

5／
公
明

1

共
産

4／
無
所
属

2

自
民

4

社
会

2／
公
明

3

民
社
・
共
・
無

各
1

計
３
選
挙
区

計
４
選
挙
区

計
４
選
挙
区

計
４
選
挙
区

計
４
選
挙
区

４
人
区
／
５
人
区

自
民

4／
公
明

3

民
主

1

共
産

2

み
・
維
・
無

各
1

自
民

1／
公
明

1

民
主

2

無
所
属

1

自
民

1／
公
明

1

民
主

1

共
産

1

自
民

0

民
主

1／
公
明

1

共
産

1

無
所
属

1

自
民

2／
無
所
属

1

社
会

1／
公
明

2

共
産

1／
無
所
属

1

計
４
人
区
２
選
挙
区

５
人
区
１
選
挙
区

計
５
人
区
１
選
挙
区

計
４
人
区
１
選
挙
区

計
４
人
区
１
選
挙
区

計
４
人
区
２
選
挙
区

比
例
区

自
民
18、

公
明
7、

民
主
7、

維
新
6、

共
産
5、

み
ん
な
4、

社
民
1

自
民
14、

公
明
7、

民
主
20、

共
産
3、

社
民
2、

国
民
1、

日
本
1

自
民
20、

公
明
8、

民
主
8、

共
産
4、

自
由
4、

社
民
3、

保
守
1

自
民
14、

公
明
7、

民
主
12、

共
産
8、
自
由
5、

社
民
4

自
民
19、

社
会
10、

公
明
8、
日
本
新
4、

共
産
4、

民
社
3、

そ
の
他
2

出
典
：『

国
会
便
覧
』
各
号
を
参
考
に
、
山
本
作
成

自
民
は
群
馬
と
鹿
児
島
で
２
議
席
独
占
。
無
所
属
２
名
は
自
民
系
（
同
様
の
表
記
は
他
も
同
意
）。

岐
阜
・
京
都
・
兵
庫
で
自
民
空
白
区
に
。

自
民
は
自
民
系
無
所
属
も
含
め
る
と
、
４
選
挙
区
で
議
席
を
独
占
し
、
す
べ
て
の
２
人
区
で
議
席
を
獲
得
。
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を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
、
比
較
的
地
方
が
多
い
一
人
区
に
お
け
る
自
民
党
支
持
の
底
堅
さ
を
表
し
て
い
る
。

二
人
区
で
は
、
平
均
一
選
挙
区
あ
た
り
一
議
席
程
度
の
当
選
者
を
出
し
、
安
定
し
て
い
る
。
大
敗
し
た
一
九
九
八
年
で
も
、
三
選
挙
区

で
空
白
区
と
な
る
一
方
、
二
選
挙
区
で
は
議
席
を
独
占
し
た
た
め
、
総
数
と
し
て
は
一
八
選
挙
区
中
一
五
議
席
プ
ラ
ス
自
民
系
無
所
属
二

議
席
の
計
一
七
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。
だ
が
、
一
九
九
八
年
を
境
に
二
人
区
で
の
議
席
独
占
は
影
を
潜
め
て
お
り
、
こ
れ
に
は
自
民
党

の
弱
体
化
と
民
主
党
の
台
頭
両
方
の
要
因
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
人
区
以
上
で
も
、
基
本
的
に
一
選
挙
区
に
つ
き
一
人
の
当
選
者
を
確
保
し
て
い
る
が
、
例
外
は
二
〇
一
三
年
と
一
九
九
八
年
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
に
は
、
三
人
区
の
千
葉
選
挙
区
に
お
い
て
、
二
議
席
を
自
民
党
の
候
補
が
占
め
た
。
参
院
選
に
お
け
る
三
人
区
以
上
の
選
挙

区
で
、
自
民
党
（
保
守
系
無
所
属
候
補
含
む
）
が
二
議
席
以
上
を
確
保
す
る
の
は
、
実
に
一
九
九
二
年
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
一

九
九
八
年
に
は
三
人
区
以
上
の
選
挙
区
で
一
議
席
も
獲
得
で
き
ず
、
こ
れ
が
選
挙
戦
の
帰
趨
を
決
定
づ
け
た
。
一
人
区
の
二
四
選
挙
区
で

は
他
党
を
し
の
ぐ
一
八
議
席
を
確
保
し
、
比
例
区
で
も
第
一
党
（
一
四
議
席
）
と
な
り
な
が
ら
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
大
敗
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

比
例
区
で
は
、
二
〇
一
三
年
の
獲
得
議
席
が
一
八
議
席
で
、
こ
れ
は
二
〇
〇
一
年
の
二
〇
議
席
に
は
届
か
ず
、
一
九
九
二
年
（
一
九
議

席
）
並
み
の
水
準
で

13
）

あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
の
自
民
党
人
気
は
、
小
泉
ブ
ー
ム
の
参
院
選
に
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

⑵

民
主
党

民
主
党
は
、
二
〇
〇
七
年
の
一
人
区
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
、
民
主
党
単
独
で
の
成
果
と
い
う

よ
り
、
野
党
間
で
の
選
挙
協
力
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
無
所
属
と
国
民
新
党
の
候
補
者
で
七
選
挙
区
を
制
し
た

こ
と
に
端
的
に
現
れ
て

14
）

い
る
が
、
一
九
九
八
年
も
ま
た
、
同
様
の
選
挙
協
力
で
七
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
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自
民
党
の
場
合
と
は
逆
に
、
大
敗
す
る
選
挙
で
は
一
人
区
で
全
く
歯
が
立
っ
て
い
な
い
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
か
ろ
う

じ
て
一
議
席
（
民
主
系
無
所
属
候
補
）、
二
〇
一
三
年
に
は
議
席
ゼ
ロ
に
終
わ
っ
た
。

二
人
区
は
、
最
大
野
党
、
あ
る
い
は
与
党
と
し
て
し
か
参
院
選
に
臨
ん
だ
こ
と
が
な
い
民
主
党
に
と
っ
て
は
、
安
定
し
て
議
席
を
積
み

増
せ
る
選
挙
区
で
あ
っ
た
。
一
九
九
八
年
も
、
実
質
的
に
支
援
し
た
無
所
属
候
補
と
合
わ
せ
れ
ば
一
八
選
挙
区
中
一
六
議
席
を
確
保
し
、

小
泉
ブ
ー
ム
が
席
巻
し
た
二
〇
〇
一
年
で
す
ら
も
、
一
五
選
挙
区
中
一
三
議
席
を
得
た
。
二
〇
一
三
年
も
、
一
〇
選
挙
区
中
七
選
挙
区
で

は
一
人
の
当
選
者
を
確
保
し
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
大
き
く
後
退
し
た
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
深
刻
な
の
は
三
人
区
以
上
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
以
降
、
民
主
党
は
す
べ
て
の
三
人
区
以
上
の
選
挙
区
に
お
い
て
最
低
一
議
席
を
確
保
し
て
き
た
。
大
勝
し
た
二
〇
〇
七
年

に
は
、
複
数
の
三
人
区
以
上
の
選
挙
区
で
二
人
の
当
選
者
を
出
し
て
い
る
。
三
人
区
以
上
は
基
本
的
に
首
都
圏
や
愛
知
、
大
阪
と
い
っ
た

大
都
市
部
で
あ
る

15
）

か
ら
、
都
市
部
で
は
結
党
以
来
一
定
の
支
持
を
得
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
に
は
埼
玉
・
東
京
・

大
阪
の
各
選
挙
区
で
議
席
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
中
選
挙
区
の
た
め
、
小
選
挙
区
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
支
持
し
か
必
要
と
し
な
い
こ
れ

ら
の
選
挙
区
で
の
惨
敗
は
、
同
党
の
退
潮
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

比
例
区
で
も
、
二
〇
一
三
年
の
八
議
席
は
公
明
党
と
同
数
で
あ
り
、
同
じ
く
七
議
席
で
公
明
党
と
並
ん
だ
二
〇
〇
一
年
と
同
水
準
で
あ

る
。全

体
と
し
て
二
〇
一
三
年
の
民
主
党
の
結
果
を
見
れ
ば
、
一
九
九
二
年
の
社
会
党
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
人
区
で

議
席
を
確
保
で
き
ず
、
二
人
区
で
も
取
り
こ
ぼ
す
。
さ
ら
に
、
三
人
区
以
上
で
も
複
数
の
選
挙
区
で
一
議
席
も
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、
比

例
区
で
も
公
明
党
と
同
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
以
降
の
社
会
党
の
紆
余
曲
折
と
苦
境
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
が
民
主
党
に
と
っ
て
暗
示
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
今
後
が
注
目
さ
れ
る
。
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⑶

共
産
党

共
産
党
は
、
二
〇
〇
四
年
以
降
三
回
の
参
院
選
で
は
選
挙
区
で
の
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
に
三
議
席
を
得
、
こ

れ
は
二
〇
〇
一
年
（
一
議
席
）
以
来
の
選
挙
区
で
の
議
席
と
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
に
は
、
自
民
党
の
不
振
と
再
編
途
上
の
野
党
の
間
𨻶

を
縫
う
形
で
、
選
挙
区
で
六
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
例
外
と
す
れ
ば
一
九
九
二
年
の
三
議
席
と
並
ぶ
結
果
で
あ
る
。

比
例
区
で
も
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
四
、
四
、
三
、
三
議
席
と
推
移
し
て
い
た
の
で
、
五
議
席
を
獲
得
し
た
二
〇
一
三
年
の
健
闘
ぶ
り
は

明
ら
か
で
あ
る
。
選
挙
区
同
様
、
一
九
九
八
年
に
は
八
議
席
を
得
て
い
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
り
一
九
九
二
年
の
四
議
席
も
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
。

二
〇
一
三
年
に
共
産
党
が
得
た
八
議
席
は
、
一
九
九
八
年
に
、
野
党
の
混
乱
に
乗
じ
て
獲
得
し
た
議
席
数
（
一
四
議
席
）
に
は
大
き
く

及
ば
な
い
の
で
、
当
時
と
比
べ
れ
ば
政
権
批
判
票
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
の
期
待
は
小
さ
か
っ
た
と
い
え
る
。
一
九
九
八
年
以
上
に
他
の

野
党
へ
の
支
持
が
小
さ
い
な
か
で
、
こ
の
結
果
し
か
残
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
共
産
党
へ
の
期
待
も
ま
た
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
五
五
年
体
制
下
の
一
九
九
二
年
を
上
回
る
議
席
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
、
共
産
党
が
伸
長
し

た
証
左
に
は
違
い
な
い
。

⑷

第
三
極

最
後
に
、
第
三
極
の
日
本
維
新
の
会
と
み
ん
な
の
党
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
過
去
に
同
様
の
第
三
極
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
政
党

と
し
て
は
、
自
由
党
や
日
本
新
党
、
民
社
党
と
い
っ
た
政
党
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
一
九
九
八
年
と
二
〇
〇
一
年
に
は
自
由
党
が

選
挙
区
で
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
一
議
席
と
二
議
席
で
あ
り
、
比
例
区
も
五
議
席
、
四
議
席
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
は
、
民
社
党
が
選
挙
区
で
一
議
席
と
比
例
区
で
三
議
席
、
日
本
新
党
が
比
例
区
の
み
で
四
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

北研50(2・ )64 348

論 説



こ
れ
に
比
べ
、
維
新
は
二
〇
一
三
年
に
選
挙
区
二
、
比
例
区
六
議
席
を
、
み
ん
な
の
党
は
二
〇
一
三
年
に
は
選
挙
区
四
、
比
例
区
四
、

二
〇
一
〇
年
に
は
選
挙
区
三
、
比
例
区
七
議
席
を
そ
れ
ぞ
れ
得
て
い
る
。
両
党
は
、
議
席
の
総
数
で
は
過
去
の
第
三
極
の
政
党
を
上
回
っ

て
お
り
、
選
挙
区
で
の
強
さ
を
見
て
も
過
去
の
諸
政
党
を
凌
駕
し
て
い
る
。

だ
が
、
維
新
は
民
主
党
に
迫
っ
た
二
〇
一
二
年
衆
院
選
と
、
み
ん
な
の
党
は
二
〇
一
〇
年
参
院
選
と
比
べ
て
伸
び
悩
ん
だ
感
は
否
め
な

い
。
特
に
み
ん
な
の
党
は
、
比
例
区
で
の
議
席
を
二
〇
一
〇
年
の
七
議
席
か
ら
四
議
席
に
減
ら
し
て
お
り
、
非
自
民
・
非
民
主
の
票
を
維

新
や
共
産
に
奪
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２．

４

小
括

過
去
の
参
院
選
と
比
較
し
て
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
の
特
徴
は
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
以

下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

第
一
に
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
は
、
与
党
が
強
い
選
挙
戦
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
支
持
率
は
五
割
を
上
回
る
高
水
準

で
あ
り
、
自
民
党
の
政
党
支
持
率
も
高
か
っ
た（
表
３
参
照
）。
内
閣
支
持
率
こ
そ
小
泉
内
閣
の
そ
れ
を
下
回
る
も
の
の
、
政
党
支
持
率
で

は
二
〇
〇
一
年
以
上
の
数
字
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。
他
方
、
与
党
の
強
さ
は
野
党
の
弱
さ
と
裏
腹
で
あ
る
。
民
主
党
支
持
率
で
見
る
と
、

二
〇
一
三
年
は
二
〇
〇
一
年
を
も
下
回
る
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
強
い
与
党
と
弱
い
野
党
の
選
挙
戦
が
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
の
与

党
圧
勝
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
三
極
も
含
め
た
野
党
間
の
候
補
者
調
整
が
仮
に
う
ま
く
い
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

二
〇
一
三
年
の
結
果
が
大
き
く
変
化
し
た
可
能
性
は
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
民
主
党
の
退
潮
が
深
刻
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
く
自
民
党
の
大
勝
を
許
し
た
二
〇
〇
一
年
と
の
比

較
で
は
、
比
例
区
で
八
議
席
（
二
〇
〇
一
年
）
と
七
議
席
（
二
〇
一
三
年
）
で
同
水
準
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
内
実
は
大
き
く
異
な
る
。
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人
口
の
少
な
い
地
方
が
多
い
一
人
区
で
全
敗

に
終
わ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
都
市
部
に
お
い

て
も
議
席
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
選
挙
区
が

複
数
存
在
す
る
。
二
〇
〇
一
年
は
小
泉
人
気

が
高
く
、「
与
党
が
強
い
」
た
め
に
敗
れ
た
、

と
い
う
見
方
も
で
き
る
が
、
二
〇
一
三
年
の

場
合
は
選
挙
区
・
比
例
区
の
す
べ
て
で
退
潮

が
顕
著
で
あ
り
、
他
力
の
み
に
大
敗
の
要
因

を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

第
三
に
、
こ
の
点
が
最
も
二
〇
一
三
年
参

院
選
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る

が
、
消
極
的
選
択
が
多
極
化
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。
こ
の
場
合
の
消
極
的
選
択

と
は
、
与
党
（
自
民
党
）
は
嫌
だ
が
、
最
大

野
党
（
民
主
党
）
に
も
期
待
で
き
な
い
の
で
、

そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
を
選
択
せ
ざ
る
を
え
な

い
、
と
い
う
票
を
意
味
す
る
。

こ
れ
と
似
た
よ
う
な
状
況
が
生
じ
て
い
た

表３ 参院選直前の内閣・政党支持率

内閣支持率 自民党支持率
民主党／社会
党支持率

調査日など

2013年 59％(第二次安倍) 41％ 4％ 『朝日新聞』2013年

６月11日付朝刊

2007年 30％(第一次安倍) 28％ 17％ 『朝日新聞』2007年

６月４日付朝刊。

（参院選に向けた第

４回連続世論調査）

2001年 81％(小泉) 38％ 6％ 『朝日新聞』2001年

６月28日付朝刊

1998年 26％(橋本) 23％ 7％ 『朝日新聞』1998年

６月23日付朝刊

1992年 33％(宮澤) 44％＋12％ 14％＋7％ 『朝日新聞1992年４

月29日付朝刊』

出典：『朝日新聞』を参考に、山本作成
1992年のみ社会党の、1998年・2001年・2007年・2013年は民主党の支持率である。
調査日は、原則として参院選の前月にあたる６月の定例世論調査から選んだ。な
お、2007年は６月の定例調査は行われていないため、参院選に向けた連続世論調
査のうち、６月に入って最初に行われたものを抽出している。1992年は、７月に
参院選に向けての意識を探る世論調査が行われているが、内閣支持率の質問が
含まれていないため、直近の４月調査を選択した。また、2001年以降の調査は朝
日RDD方式による電話調査であり、1998年以前は層化無作為二段抽出法を用い
た電話調査である（調査方法については吉田［2008］など参照）。
ここで２種類の数字は、前者がいわゆる支持率にあたる「好きな政党」の割合で
あり、後者が「政党色」の割合である。「政党色」とは、「『好きな政党』がない
人や答えなかった人に『好き、きらいは別として、どれか１つを選ぶとすれば
……』と重ねて質問して得た回答から」（『朝日新聞1992年４月29日付朝刊』）出
したものである。当時の『朝日新聞』では、両者を合わせた数字を政党支持率と
して報道していた。
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の
が
、
前
節
ま
で
に
観
察
し
た
一
九
九
八
年
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
の
金
融
危
機
に
象
徴
さ
れ
る
景
気
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
当
時
の
橋
本

内
閣
の
支
持
は
低
下
し
て
い
た（
表
３
参
照
）。
他
方
、
一
九
九
七
年
の
末
に
新
進
党
が
解
党
し
、
一
九
九
八
年
四
月
に
は
旧
民
主
党
が
新

進
党
系
の
一
部
議
員
を
取
り
込
む
形
で
新
し
い
民
主
党
が
結
成
さ
れ
た
も
の
の
、
発
足
間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
将
来
は
不
透
明
で

16
）

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
非
自
民
・
非
民
主
の
票
の
受
け
皿
と
な
っ
た
の
が
共
産
党
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
二
〇
一
三
年
に
も
、
共
産
党
が

伸
長
し
て
同
じ
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
そ
の
程
度
は
一
九
九
八
年
と
比
べ
る
と
弱
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
ぜ
か
。

二
〇
一
三
年
に
は
、
共
産
党
以
外
の
選
択
肢
、
す
な
わ
ち
日
本
維
新
の
会
と
み
ん
な
の
党
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
維
新
と
み
ん

な
の
党
は
、
民
主
党
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
の
第
三
極
の
政
党
よ
り
も
多
く
の
議
席
を
獲
得
し
、
一
定
の
存
在
感
を
発
揮
し
た
。

非
自
民
・
非
民
主
の
票
の
行
く
先
が
、
共
産
党
に
一
本
化
さ
れ
ず
、
多
極
的
に
分
散
し
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
消
極
的
選
択
の
多
極
化
」
と
名
付
け
た
い
。

消
極
的
選
択
の
多
極
化
と
い
う
現
象
が
、
小
選
挙
区
が
中
心
の
衆
院
選
で
継
続
し
た
場
合
、
こ
の
恩
恵
を
被
る
の
は
選
挙
協
力
を
高
い

レ
ベ
ル
で
完
遂
さ
せ
て
き
た
自
民
党
と
公
明
党
の
与
党
で
あ
る
。
衆
院
選
は
参
院
選
に
比
べ
、
相
対
的
に
規
模
の
大
き
い
政
党
が
有
利
に

な
る
か
ら
で
あ
る
。
野
党
の
「
混
沌
」
は
、
与
党
の
さ
ら
な
る
「
安
定
」
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
、
制
度
的
に
も
濃
厚
な
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
の
で
、
野
党
の
「
混
沌
」
を
ど
う
整
理
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
日
本
政
治
に
お
け
る
重

要
な
論
点
と
な
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
既
に
な
っ
て
い
る
）。
次
章
で
は
、
そ
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

３．

安
定
と
混
沌
の
ゆ
く
え：

今
後
の
政
党
シ
ス
テ
ム

二
〇
一
二
年
衆
院
選
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
と
民
主
党
が
連
続
し
て
大
敗
を
喫
し
、
第
三
極
の
政
党
が
伸
長
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
政
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党
シ
ス
テ
ム
は
新
し
い
段
階
に
入
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
が
、
自
民
一
強
時
代
と
呼
ば
れ
る
「
安
定
」
と
、
そ
れ
に
対
抗
で
き
る
勢
力
が

見
当
た
ら
な
い
野
党
の
「
混
沌
」
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
後

の
「
安
定
」
と
「
混
沌
」
が
、
そ
れ
こ
そ
安
定
的
な
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
本
章
で
は
、
主
に
民
主
党
の
歩

み
を
通
し
て
、
日
本
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
今
後
の
方
向
性
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
い
。

３．

１

政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

い
わ
ゆ
る
五
五
年
体
制
の
根
幹
が
、
自
民
党
の
長
期
に
わ
た
る
一
党
優
位
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
自

民
党
の
一
党
優
位
体
制
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
し
か
も
安
定
的
に
推
移
し
た
と
い
う
点
で
、
際
立
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
政
治
改
革
の
う
ね
り
が
、
こ
の
安
定
的
な
一
党
優
位
体
制
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
民
党
の
一
党
優

位
体
制
を
制
度
的
に
支
え
て
き
た
衆
議
院
の
中
選
挙
区
制
を
改
め
、
政
権
交
代
可
能
な
選
挙
制
度
に
切
り
替
え
る
と
い
う
の
が
、
政
治
改

革
の
中
心
的
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
六
月
、
選
挙
制
度
改
革
を
含
む
政
治
改
革
関
連
法
案
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
、
当

の
自
民
党
が
分
裂
に
見
舞
わ
れ
、
推
進
派
が
新
党
を
結
党
し
た
。
直
後
の
総
選
挙
で
、
自
民
党
と
共
産
党
を
除
く
八
党
会
派
に
よ
る
細
川

護
煕
内
閣
が
誕
生
し
、
一
九
九
四
年
一
月
に
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
へ
の
変
更
を
含
む
政
治
改
革
関
連
法
案
が
成
立
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
政
治
改
革
が
実
現
し
た
帰
結
と
し
て
で
は
な
く
、
実
現
さ
せ
る
た
め
の
過
程
で
五
五
年
体
制
が
終
焉
を
迎
え
、
そ
の
後
の
制
度

改
革
に
よ
っ
て
五
五
年
体
制
の
崩
壊
が
不
可
逆
な
も
の
へ
と
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
と
い
う
新
し
い
選
挙
制
度
の
も
と
で
は
、
全
五
〇
〇
議
席
（
当
時
）
の
う
ち
、
三
〇
〇
議
席
を
小
選
挙
区

が
占
め
、
残
る
二
〇
〇
議
席
を
争
う
比
例
区
も
、
全
国
を
一
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
選
挙
区
中
心
の

選
挙
制
度
が
大
政
党
に
有
利
に
働
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
比
例
区
も
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
あ
た
り
の
定
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数
が
小
さ
く
な
り
、
大
政
党
の
方
が
多
く
の
議
席
を
確
保
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
が
、
特
に
非
自
民
の
陣
営
に
お
い
て
大
政

党
へ
の
結
集
を
促
す
制
度
的
な
圧
力
と
な
っ
た
。

一
九
九
三
年
八
月
に
発
足
し
た
非
自
民
連
立
政
権
は
、
政
治
改
革
関
連
法
案
こ
そ
成
立
さ
せ
た
も
の
の
、
連
立
与
党
間
の
不
協
和
音
が

次
第
に
顕
在
化
し
、
細
川
後
継
の
羽
田
孜
内
閣
も
含
め
、
一
〇
か
月
で
幕
を
閉
じ
た
。
代
わ
り
に
、
連
立
与
党
の
一
員
だ
っ
た
社
会
党
と

新
党
さ
き
が
け
が
、
自
民
党
と
連
立
を
組
ん
で
村
山
富
市
内
閣
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
野
党
と
な
っ
た
非
自
民
連
立
政
権
時
代
の
連

立
与
党
は
、
早
速
新
党
の
結
成
に
動
く
。
村
山
内
閣
発
足
か
ら
わ
ず
か
半
年
足
ら
ず
で
、
新
進
党
が
結
党
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

来
た
る
新
制
度
下
で
の
総
選
挙
を
大
同
団
結
し
て
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
、
当
事
者
の
政
治
家
の
間
で
も
広
く
共
有
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
る
。

し
か
し
新
進
党
は
、
自
民
党
に
対
抗
し
う
る
最
大
野
党
と
し
て
の
地
位
を
、
安
定
的
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ

の
要
因
は
、
激
し
い
党
内
抗
争
に
あ
る
。
元
来
が
出
自
の
異
な
る
政
党
の
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
中
核
を
成
し
た
旧
新

生
党
の
中
で
も
、
小
沢
一
郎
と
羽
田
孜
の
主
導
権
争
い
が
起
こ
り
、
溝
が
深
ま
る
結
果
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
九
五
年
の
参
院
選

の
比
例
区
で
は
、
自
民
党
を
上
回
る
得
票
を
獲
得
す
る
な
ど
、
一
定
の
存
在
感
を
発
揮
し
た
。
だ
が
、
一
九
九
六
年
の
総
選
挙
直
前
に
民

主
党
が
結
成
さ
れ
、
非
自
民
陣
営
の
集
約
に
失
敗
し
た
こ
と
が
追
い
討
ち
と
な
り
、
一
〇
月
の
総
選
挙
で
は
議
席
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
主
に
自
民
党
へ
の
離
党
者
が
相
次
い
だ
新
進
党
は
、
一
九
九
七
年
末
、
結
党
か
ら
わ
ず
か
三
年
余
り
で
解
党

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

新
進
党
に
代
わ
っ
て
、
最
大
野
党
の
地
位
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
が
民
主
党
で
あ
る
。
新
進
党
の
解
党
か
ら
四
か
月
後
の
一
九
九
八

年
四
月
に
は
、
旧
民
主
党
が
、
新
進
党
か
ら
分
裂
し
て
で
き
た
民
政
党
な
ど
を
吸
収
し
て
、
新
・
民
主
党
が
結
成
さ
れ
た
。
鳩
山
由
紀
夫
、

菅
直
人
と
い
っ
た
旧
新
党
さ
き
が
け
、
さ
ら
に
旧
社
会
党
の
議
員
か
ら
成
っ
た
旧
民
主
党
に
、
羽
田
や
岡
田
克
也
な
ど
旧
新
進
党
の
非
小
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沢
・
非
公
明
系
議
員
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
上
、
こ
の
新
・
民
主
党
が
、
現
在
の
民
主
党
の
原
型
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

民
主
党
は
、
結
党
三
か
月
後
に
迎
え
た
一
九
九
八
年
参
院
選
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
〇
年
衆
院
選
、
二
〇
〇
一
年
参
院
選
と
、
国
政
選

挙
の
た
び
に
議
席
増
に
成
功
す
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
小
沢
率
い
る
自
由
党
と
合
併
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
民
党
と
共
産
党
を
除
く
野

党
の
大
同
団
結
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
一
九
九
八
年
の
結
党
当
初
は
衆
院
議
員
九
三
名
、
参
院
議
員
三
八
名
の
計
一
三
一

名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
衆
院
一
三
七
名
、
参
院
六
七
名
の
計
二
〇
四
名
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
民
由
合
併
直
後
の

二
〇
〇
三
年
一
一
月
の
総
選
挙
で
、
一
七
七
議
席
を
獲
得
し
た
民
主
党
は
、
政
権
交
代
可
能
な
勢
力
と
し
て
の
存
在
感
を
確
た
る
も
の
に

し
て
い
っ
た
。

民
主
・
自
由
両
党
の
合
併
は
、
日
本
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
を
と
ら
え
る
う
え
で
も
、
画
期
と
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
自
民
・
公
明
の
連
立
与
党
と
民
主
党
と
い
う
二
大
勢
力
が
、
政
権
を
賭
け
て
向
き
合
う
と
い
う
「
二
大
政
党
（
連
合
）
制
」
と
で
も

い
う
べ
き
政
党
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
治
改
革
関
連
法
案
の
成
立
か
ら
、
約
一
〇
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
八
月
の
い
わ
ゆ
る
郵
政
解
散
の
結
果
、
民
主
党
は
衆
院
で
一
一
三
議
席
に
ま
で
勢
力
を
減
ら
す
が
、
自
民
党
に
対
抗
す
る

勢
力
と
し
て
の
地
位
は
不
変
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
で
は
六
〇
議
席
を
獲
得
し
て
圧
勝
し
、
参
院
に
お
け
る
第

一
党
の
座
を
自
民
党
か
ら
奪
う
こ
と
に
成
功
し
た
。「
ね
じ
れ
国
会
」の
下
で
第
一
次
安
倍
、
福
田
、
麻
生
と
い
う
小
泉
内
閣
の
後
を
継
い

だ
自
民
党
の
三
代
の
内
閣
が
政
権
運
営
に
苦
慮
す
る
な
か
、
民
主
党
は
次
な
る
政
権
の
担
い
手
と
し
て
の
期
待
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
。

つ
い
に
二
〇
〇
九
年
八
月
、
総
選
挙
で
三
〇
八
議
席
を
獲
得
し
た
民
主
党
は
、
社
民
党
と
国
民
新
党
と
の
連
立
と
い
う
形
で
、
政
権
交
代

を
果
た
す
の
で
あ
る
。

民
主
党
へ
の
政
権
交
代
を
も
っ
て
、
民
主
党
と
自
民
・
公
明
両
党
の
二
大
勢
力
が
向
き
合
う
政
党
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
に
固
定
化
さ
れ
る

か
に
も
思
わ
れ
た
が
、
民
主
党
政
権
の
不
振
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
政
党
シ
ス
テ
ム
が
流
動
化
す
る
方
向
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
変
化
の
萌
芽
の
第
一
は
、
実
は
民
主
党
政
権
が
出
来
上
が
る
前
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
〇
九
年
総
選
挙
直
前
の
、
み
ん
な
の
党
の

結
党
で
あ
る
。
み
ん
な
の
党
は
、
二
〇
〇
九
年
総
選
挙
こ
そ
五
議
席
の
確
保
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
参
院
選
で
は
一
〇
議
席
を

獲
得
し
、
第
三
極
と
し
て
の
存
在
感
を
発
揮
し
た
。
み
ん
な
の
党
の
参
院
選
で
の
健
闘
も
あ
っ
て
、
民
主
党
政
権
と
自
民
・
公
明
両
党
の

ど
ち
ら
の
陣
営
も
参
院
で
の
過
半
数
を
確
保
で
き
な
い
事
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
変
化
は
、
二
〇
一
〇
年
参
院
選
の
結
果
、
民
主
党
と
国
民
新
党
の
連
立

17
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政
権
が
、
参
院
で
の
過
半
数
を
割
り
込
ん
だ
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
民
主
党
政
権
は
事
実
上
の
機
能
不
全
状
態
と
な
り
、
政
権
へ
の
信
頼
が
ま
す
ま
す
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
三
の
変
化
は
、
民
主
党
の
内
部
か
ら
起
こ
っ
た
。
ね
じ
れ
国
会
に
よ
っ
て
政
権
運
営
が
思
う
に
任
せ
ぬ
中
、
民
主
党
は
内
側
に
も
対

立
の
火
種
を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
は
、
表
面
的
に
は
二
〇
〇
九
年
総
選
挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
遵
守
す
べ
き
か
そ
う
で
な
い
か
、
と
い

う
「
政
策
」
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
っ
た
が
、
実
態
と
し
て
は
非
小
沢
グ
ル
ー
プ
と
小
沢
グ
ル
ー
プ
の
権
力
闘
争
と
い
う
色
彩
が
濃
い
も
の

で
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あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
二
〇
一
二
年
七
月
、
野
田
佳
彦
内
閣
下
で
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
是
非
を
め
ぐ
り
、
民
主
党
は
大
規
模
な
分

裂
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
民
主
党
を
離
れ
た
小
沢
ら
は
、
新
党
「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
を
結
成
し
た
。

民
主
党
政
権
が
、
内
部
対
立
に
よ
っ
て
世
論
の
支
持
を
ま
す
ま
す
失
っ
て
い
く
一
方
で
、
自
民
党
や
公
明
党
へ
の
支
持
が
高
ま
っ
た
か

と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
さ
ら
な
る
第
三
極
の
政
党
が
参
入
す
る
余
地
が
生
ま
れ
、
そ
の
代
表
例
が
日
本

維
新
の
会
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
一
二
月
の
衆
院
選
で
、
民
主
党
は
五
七
議
席
と
惨
敗
を
喫
し
、
第
三
党
と
な
っ
た
維
新
（
五
四
議
席
）
に
肉
薄
さ
れ
た
。

み
ん
な
の
党
も
一
八
議
席
を
獲
得
し
、
民
主
党
は
勢
力
の
面
で
野
党
の
盟
主
と
は
い
え
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
二
〇
一
三
年
参
院
選
で
も

民
主
党
の
苦
戦
は
続
き
、
衆
参
両
院
で
民
主
党
の
存
在
感
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
で
既
に
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
続
い
て
き
た
二
大
勢
力
を
中
心
と
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
一
二
年
衆
院
選
で
風
前
の
灯
と
な
り
、
二
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〇
一
三
年
参
院
選
で
終
焉
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

３．

２

民
主
党
の
教
訓

前
節
を
ま
と
め
る
と
、
自
民
党
の
一
党
優
位
体
制
が
崩
れ
た
の
ち
、
政
党
の
再
編
を
経
て
「
二
大
政
党
（
連
合
）
制
」
の
政
党
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
た
が
、
民
主
党
政
権
の
失
敗
に
よ
っ
て
こ
れ
が
流
動
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
政
党

シ
ス
テ
ム
が
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
前
に
、
民
主
党
の
経
験
が
残
し
た
教
訓
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
民
主
党
の
教
訓
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
を
見
据
え
る
こ
と
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
進
党
と
一
九
九
八
年
以
降
の
民
主
党
は
、
大
政
党
に
有
利
な
選
挙
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
大
同
団
結
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
制
度
的
要
請
に
基
づ
い
て
形
作
ら
れ
て
き
た
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
選
挙
の
た
め
に
、
そ
し
て
選
挙
で
勝
利
し
て
政

権
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
結
集
あ
り
き
の
政
党
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
典
型
的
に
は
安
保
政
策
な
ど
、
鋭
い
対
立
に

結
び
つ
き
か
ね
な
い
よ
う
な
一
部
の
重
要
政
策
に
つ
い
て
は
、
党
内
合
意
を
棚
上
げ
に
す
る
と
い
う
姿
勢
に
つ
な

19
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が
っ
た
。
結
果
と
し
て
、

新
進
党
も
民
主
党
も
、
党
内
に
多
様
な
政
策
志
向
を
も
っ
た
議
員
や
集
団
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
党
内
抗
争
が
絶
え
な
い
状
況
に
陥
っ

た
。新

進
党
は
、
一
九
九
六
年
の
総
選
挙
に
敗
れ
て
政
権
獲
得
が
遠
の
い
た
こ
と
と
、
そ
の
後
に
当
時
の
小
沢
党
首
が
政
策
の
「
純
化
」
を

推
し
進
め
よ
う
と
し
た
た
め
、
党
内
抗
争
と
政
策
対
立
が
リ
ン
ク
し
て
収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
、
解
党
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
民
主

党
は
、
二
〇
〇
五
年
衆
院
選
を
除
き
国
政
選
挙
で
議
席
を
伸
長
さ
せ
て
政
権
獲
得
の
期
待
を
維
持
し
つ
つ
、
政
策
対
立
を
棚
上
げ
に
し
続

け
る
こ
と
で
凝
集
力
を
保
っ
た
。
民
主
党
に
は
、
政
権
獲
得
の
た
め
に
は
大
同
団
結
が
必
要
だ
が
、
大
同
団
結
の
た
め
に
は
政
策
の
矛
盾
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を
内
包
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
深
刻
な
デ
ィ
レ
ン
マ
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

政
権
交
代
は
、
こ
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
見
事
な
ま
で
に
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
優
先
的
に
実
現
す
べ
き
か
、

そ
う
で
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
党
内
対
立
が
抜
き
差
し
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。最
終
的
に
民
主
党
は
分
裂
し
、

下
野
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
現
行
の
選
挙
制
度
を
前
提
に
す
れ
ば
、
非
自
民
勢
力
の
結
集
は
不
可
避
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
進
党
が
、
そ
し
て
民

主
党
が
抱
え
て
き
た
デ
ィ
レ
ン
マ
は
構
造
的
な
も
の
で
あ
り
、
容
易
に
解
消
で
き
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
現
に
、
二
〇
一
四
年
五
月

に
分
党
が
決
ま
っ
た
日
本
維
新
の
会
の
路
線
闘
争
が
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
示
し
て

20
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い
る
。
維
新
で
は
、
み
ん
な
の
党
か
ら
分
裂
し
た
結
い

の
党
と
の
合
流
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
が
、
維
新
の
石
原
慎
太
郎
共
同
代
表
は
合
流
に
反
対
の
姿
勢
を
貫
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
自
主

憲
法
制
定
が
新
党
に
お
け
る
政
策
に
採
用
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
対
す
る
橋
下
徹
維
新
共
同
代
表
ら
は
、「『
自
主
憲
法
制

定
』
の
文
言
は
野
党
結
集
の
障
害
に
な
る
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
五
月
二
九
日
付
朝
刊
）
と
し
、
石
原
を
支
持
す
る
議
員
ら
と
の

分
党
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
例
は
、
ま
さ
に
民
主
党
が
直
面
し
て
き
た
問
題
の
引
き
写
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
憲
法
観
の
よ
う
な
、
鋭
い
対
立
を
惹
起
す
る
よ

う
な
政
策
を
前
面
に
押
し
出
そ
う
と
す
れ
ば
、
他
党
と
の
結
集
の
妨
げ
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
え
ば
、
民
主
党
政

権
が
直
面
し
た
困
難
と
同
じ
状
況
が
再
び
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
何
よ
り
も
、
民
主
党
政
権
の
失
敗
を
鑑
み
る
に
、
重
要

な
政
策
へ
の
党
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
、
選
挙
目
当
て
で
合
併
す
る
こ
と
に
、
世
論
の
支
持
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
う

問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

他
方
、
民
主
党
の
経
験
か
ら
逆
の
教
訓
を
引
き
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
民
主
党
は
、
政
権
交
代
前
か
ら
多
様
な
政
策
志
向
の
議
員

が
党
内
に
同
居
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
、
政
権
担
当
能
力
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で

21
）

あ
る
。
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し
か
し
、
民
主
党
は
政
権
交
代
に
成
功
し
た
。
な
ぜ
か
。
飯
田
健
は
、
こ
の
点
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
与
党
・
自
民
党
に
対
す
る
失

望
と
野
党
・
民
主
党
に
対
す
る
期
待
の
同
時
的
な
高
ま
り
」（
飯
田
﹇
二
〇
〇
九：

一
四
九
﹈）
が
、
二
〇
〇
九
年
衆
院
選
に
お
け
る
投
票

率
の
高
ま
り
と
民
主
党
の
大
勝
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
与
党
の
失
政
が
問
題
視
さ
れ
る
状
況
が
生
ま
れ
れ
ば
、

政
権
交
代
の
機
運
が
高
ま
り
う
る
の
で
あ
る
。

失
政
が
起
こ
る
か
ど
う
か
は
、
野
党
に
と
っ
て
多
分
に
外
的
な
条
件
で
あ
る
。
ね
じ
れ
国
会
で
あ
れ
ば
、
参
院
で
法
案
を
立
往
生
さ
せ

る
こ
と
で
、
与
党
へ
の
評
判
を
落
と
す
戦
術
も
と
り
う
る
だ
ろ
う
が
、
二
〇
一
三
年
参
院
選
以
降
は
そ
う
で
は
な
い
。
と
り
あ
え
ず
は
敵

失
を
待
つ
以
外
に
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

22
）

ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
方
で
敵
失
を
待
ち
、
他
方
で
政
策
の
統
一
以
外
の
方

法
で
有
権
者
の
期
待
を
高
め
る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
次
節
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
考
察
し
つ
つ
、
新
し
い
政
党

シ
ス
テ
ム
の
行
方
に
つ
い
て
展
望
し
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

３．

３

新
し
い
政
党
シ
ス
テ
ム
の
行
方

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
新
た
な
政
党
シ
ス
テ
ム
を
展
望
す
る
際
に
前
提
と
な
る
の
は
、
非
自
民
勢
力
の

23
）

結
集
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
総
選

挙
で
自
民
党
に
有
利
に
な
る
、
と
い
う
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
に
選
挙
目
当
て
で
大
同
団
結
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
仮
に
与
党
に
失

政
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
有
権
者
の
大
き
な
支
持
を
集
め
ら
れ
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
大
同
団
結
に
は
、
選
挙
以
外
の
何
ら
か
の
大
義

名
分
が
必
要
で
あ
る
。
だ
が
、
た
と
え
ば
安
保
政
策
や
憲
法
観
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
政
策
を
大
義
名
分
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

大
同
団
結
そ
れ
自
体
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
政
策
面
の
す
り
合
わ

せ
を
曖
昧
に
し
て
し
ま
う
と
、
民
主
党
政
権
の
二
の
舞
に
な
る
と
い
う
危
惧
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
政
策
以
外
の
別
の
「
売
り
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
政
権
運
営
に
関
し
て
の
実
務
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能
力
の
高
さ
を
印
象
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
与
党
の
失
政
が
発
生
し
た
と
き
、
代
わ
り
を
担
い
う
る
存
在
と
認
知
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
そ

の
際
、
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
存
在
は
民
主
党
政
権
時
代
の
閣
僚
経
験
者
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
確
か
に
実
務
経
験
を
有
し

て
は
い
る
が
、
民
主
党
政
権
全
体
へ
の
低
い
評
価
と
相
ま
っ
て
、
実
務
能
力
が
低
い
人
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
か
ら
自
由
で

24
）

な
い
。
む
し
ろ
民

主
党
政
権
時
代
の
責
任
者
（
と
み
な
さ
れ
る
人
々
）
を
中
心
に
据
え
な
い
こ
と
こ
そ
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
で
結
果

を
残
し
た
首
長
経
験
者
や
、場
合
に
よ
っ
て
は
民
間
の
経
営
者
な
ど
の
新
し
い
候
補
を
発
掘
す
る
こ
と
も
含
め
、党
の
実
務
能
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
民
主
党
政
権
は
、
党
内
や
政
府
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
苦
慮
し
、
統
治
の
実
務
能
力
が
欠
如
し
て
い

る
と
い
う
印
象
を
与
え
、
支
持
を
急
速
に
失
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
を
逆
手
に
取
ら
な
い
限
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
政
権
担
当
能
力
を
経
験
に

よ
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
野
党
は
、
支
持
を
集
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
維
新
、
結
い
の
党
が
進
め
る
新
党
構
想
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
維
新
を
率
い
る
橋
下
や
幹
事
長
の
松

井
一
郎
は
現
職
の
首
長
で
あ
る
し
、
結
い
の
党
の
江
田
は
民
主
党
政
権
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
大
同
団
結
の
た
め
に
は
二
党

の
合
併
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
な
ら
ぬ
民
主
党
（
の
大
部
分
）
を
何
ら
か
の
形
で
巻
き
込
ん
で
い
か
な
い

限
り
、
大
同
団
結
と
は
な
ら
な
い
。
民
主
党
政
権
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
っ
た
人
間
を
排
除
し
つ
つ
、
な
る
べ
く
多
く
の
民
主
党
議
員

を
合
流
さ
せ
て
さ
ら
な
る
新
党
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

政
策
の
不
一
致
を
攻
撃
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
民
主
党
政
権
と
い
う
過
去
の
亡
霊
と
も
戦
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
点
で
、
新
進
党
、

民
主
党
に
次
ぐ
第
三
の
最
大
野
党
結
成
に
待
ち
受
け
る
道
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
険
し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
だ
が
、
二
〇
一
二
年
衆
院
選

の
前
、
自
民
党
が
世
論
の
大
き
な
支
持
を
得
て
い
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
想
起
し
て
お

く
必
要
が

25
）

あ
る
。
民
主
党
政
権
へ
の
失
望
が
先
に
あ
り
、
他
に
選
択
肢
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
民
党
が
伸
長
し
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ

た
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
与
党
の
失
政
が
あ
っ
た
と
き
、
野
党
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
選
挙
で
勝
て
る
だ
け
の
受
け
皿
を
作
っ
て
お
く
、
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
野
党
の
選
択
肢
を
一
本
化
し
、
大
同
団
結
を
図
っ
て
お
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
三
度
、

入
れ
物
作
り
が
先
行
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
は
当
然
の
も
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
そ
れ
は
制
度
的
に
ど
う
し
て
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

注１
）

本
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
六
日
に
北
海
学
園
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
現
代
政
治
研
究
会
で
の
報
告
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の
菊
地
久
先
生
、
な
ら
び
に
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
戴
し
た
出
席
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
い

う
ま
で
も
な
く
文
責
は
す
べ
て
筆
者
に
帰
す
る
。

２
）
「
ね
じ
れ
国
会
」
は
、
衆
議
院
と
参
議
院
で
多
数
派
の
政
党
（
連
合
）
が
異
な
る
状
態
を
指
す
。
こ
れ
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
広
く
用
い
ら
れ
る
用
語

で
は
あ
る
が
、
学
術
用
語
で
は
な
い
。
政
治
学
的
に
は
、「
分
割
政
府
（d

iv
id
ed g

o
v
ern

m
en
t

）」
と
呼
ば
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
分
割
政
府
は
、
大
統

領
制
に
お
い
て
大
統
領
与
党
と
議
会
与
党
が
異
な
る
場
合
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
が
、「
ね
じ
れ
国
会
」の
よ
う
に
、
異
な
る
政
党
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
関
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
状
態
は
、
広
い
意
味
で
分
割
政
府
の
ひ
と
つ
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
「
ね
じ
れ
国
会
」
と
い
う
用
語
を

用
い
る
が
、
こ
れ
は
学
術
的
に
は
「
分
割
政
府
」
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
た
い
。

３
）

こ
れ
に
対
し
、「
ね
じ
れ
国
会
」そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
な
い
、
と
い
う
立
場
も
あ
り
う
る
。
大
統
領
制
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
で
は
、
分
割
政
府

状
態
に
あ
る
方
が
普
通
で
、
そ
う
で
な
い
方
が
珍
し
い
が
、
政
治
が
常
に
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
ね
じ
れ
国
会
」が
問
題
に
な
る
の
は
、

政
党
間
や
議
院
間
の
協
議
が
機
能
せ
ず
、
多
数
派
の
構
成
の
違
い
を
乗
り
越
え
る
だ
け
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、「
ね
じ
れ
国

会
」
そ
の
も
の
が
問
題
な
の
で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
は
あ
り
う
る
（
こ
の
あ
た
り
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
野
中
﹇
二
〇
一
三
﹈、
大
山
﹇
二
〇
一

一
﹈、
竹
中
﹇
二
〇
一
〇
﹈
な
ど
参
照
）。
だ
が
、
問
題
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
に
せ
よ
、「
ね
じ
れ
国
会
」
で
な
け
れ
ば
顕
在
化
し
な
い
問
題
が
表
出
し
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

４
）

民
主
党
政
権
最
後
の
首
相
と
な
っ
た
野
田
佳
彦
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
か
ら
の
第
一
八
〇
通
常
国
会
の
施
政
方
針
演
説
の
冒
頭
で
「
何
よ
り
も
、
国
政
の

重
要
課
題
を
先
送
り
し
て
き
た
『
決
め
ら
れ
な
い
政
治
』
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
月
一
五
日
付
朝

刊
）。
こ
れ
は
、「
ね
じ
れ
国
会
」
が
招
い
た
「
決
め
ら
れ
な
い
政
治
」
が
、
当
時
の
日
本
政
治
に
お
け
る
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
例
で
あ
る
。

５
）

直
近
の
第
一
八
六
通
常
国
会
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
召
集
）
で
、「
内
閣
が
今
国
会
に
提
出
し
た
法
案
（
閣
法
）
八
一
本
の
う
ち
七
九
本
が
成
立
し
、
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成
立
率
は
九
七

五
％
。
ね
じ
れ
が
続
い
て
い
た
昨
年
の
通
常
国
会
の
八
四
％
を
上
回
っ
た
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
六
月
二
二
日
付
朝
刊
）。
成
立
率

が
九
割
を
超
え
た
の
は
、「
ね
じ
れ
国
会
」
と
な
る
直
前
の
第
一
次
安
倍
政
権
時
の
二
〇
〇
七
年
以
来
で
あ
り
（
同
記
事
）、「
ね
じ
れ
国
会
」
の
解
消
が
政
権

の
安
定
に
寄
与
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

６
）

た
と
え
ば
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
八
月
二
日
付
夕
刊
な
ど
。

７
）

結
党
は
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
八
日
で
あ
る
。

８
）

選
挙
時
の
参
院
の
安
定
多
数
は
一
二
九
で
あ
る
。
安
定
多
数
は
、
す
べ
て
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
与
党
が
委
員
長
を
出
し
た
場
合
も
、
残
っ
た
委
員
の

数
が
与
野
党
で
同
数
以
上
に
な
る
議
席
数
の
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
委
員
会
審
議
に
お
け
る
採
決
で
与
野
党
同
数
に
な
っ
た
場
合
も
、
委
員
長
が
賛

成
（
あ
る
い
は
反
対
）
に
回
る
こ
と
で
与
党
が
上
回
る
こ
と
が
で
き
、
議
会
運
営
を
安
定
的
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
に
は
、
委
員
長
ポ
ス
ト
は
会
派

ご
と
に
比
例
配
分
さ
れ
る
慣
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
安
定
多
数
を
超
え
て
い
れ
ば
そ
の
場
合
で
も
議
会
運
営
に
支
障
が
出
る
可
能
性
は
低
く
な
る
。
安
定
多

数
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
向
大
野
﹇
二
〇
〇
二
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

９
）

政
党
名
は
、
公
認
候
補
者
の
得
票
順
に
応
じ
て
並
べ
て
あ
る
。
以
下
の
選
挙
区
に
お
い
て
も
す
べ
て
同
様
。

10
）

こ
こ
で
い
う
「
自
民
」「
民
主
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
民
、
民
主
が
推
薦
・
支
持
し
た
無
所
属
候
補
も
含
む
。
二
〇
〇
四
年
の
新
潟
選
挙
区
の
近
藤
正
道
（
非

自
民
系
）、
二
〇
〇
七
年
岐
阜
選
挙
区
の
藤
井
孝
男
（
自
民
系
）
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
残
り
は
す
べ
て
自
民
・
民
主
の
公
認
候
補
が
議
席
を
分
け
合
っ
た
。

11
）

東
京
で
は
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
で
二
人
の
公
認
候
補
（
大
河
原
雅
子
と
鈴
木
寛
）
が
当
選
し
て
い
た
が
、
民
主
党
執
行
部
は
選
挙
直
前
の
二
〇
一
三
年

七
月
二
日
に
な
っ
て
大
河
原
を
公
認
せ
ず
、
鈴
木
の
み
を
公
認
す
る
こ
と
と
し
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
七
月
三
日
付
朝
刊
）。
し
か
し
、
こ
の
判
断

に
反
発
し
た
大
河
原
が
無
所
属
で
東
京
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し
、
菅
直
人
元
首
相
ら
民
主
党
内
か
ら
も
大
河
原
を
応
援
す
る
動
き
が
出
た
た
め（
同
上
）、
民

主
党
は
事
実
上
の
分
裂
選
挙
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
意
を
要
す
る
。

12
）

保
守
系
無
所
属
で
、
後
に
自
民
党
に
入
党
す
る
こ
と
に
な
る
平
野
貞
夫
（
高
知
選
挙
区
）
を
含
め
れ
ば
、
二
六
選
挙
区
中
二
五
勝
で
あ
る
。

13
）

一
九
九
八
年
ま
で
は
比
例
区
の
定
数
が
五
〇
と
、
現
在
の
四
八
よ
り
多
か
っ
た
た
め
、
単
純
に
議
席
数
で
は
比
較
で
き
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
た
だ
し
、
議
席
率
で
比
べ
て
も
二
〇
一
三
年
の
三
七

五
％
に
対
し
、
一
九
九
二
年
は
三
八
％
と
な
っ
て
お
り
、
同
水
準
で
あ
る
と
の
評
価
を
下
す
こ
と

が
で
き
る
。

14
）

菅
原
﹇
二
〇
〇
九
﹈
参
照
。

15
）

本
稿
の
分
析
対
象
で
い
え
ば
、
一
九
九
二
年
の
四
人
区
は
東
京
と
北
海
道
で
あ
り
、
こ
の
議
論
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
一
九
九
四
年
に
定
数
是
正
が
行
わ

れ
た
あ
と
の
選
挙
が
該
当
す
る
。
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16
）

さ
ら
に
、
当
時
と
は
政
治
的
な
影
響
力
の
点
で
大
き
く
差
は
あ
る
が
、
共
に
小
沢
一
郎
率
い
る
政
党
が
第
三
極
の
一
角
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
符
合
も

あ
る
。
一
九
九
八
年
の
自
由
党
、
二
〇
一
三
年
の
生
活
の
党
が
そ
れ
で
あ
る
。

17
）

当
初
は
社
民
党
も
加
え
た
三
党
の
連
立
政
権
で
あ
っ
た
が
、
社
民
党
は
二
〇
一
〇
年
五
月
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題
を
め
ぐ
っ
て
当
時
の
鳩
山
首

相
と
対
立
し
、
連
立
政
権
を
離
脱
し
た
。

18
）

こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
﹇
二
〇
一
三
﹈
の
第
一
章
・
第
六
章
な
ど
に
詳
し
い
。

19
）

こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
山
本
﹇
二
〇
一
〇
﹈
の
第
七
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

20
）

以
下
は
、『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
五
月
二
九
日
付
朝
刊
に
よ
る
。

21
）

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
に
自
民
党
と
の
大
連
立
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
た
小
沢
民
主
党
代
表
が
、
党
内
の
反
対
で
そ
れ
を
撤
回
す
る
に
至
り
、
辞

意
を
表
明
（
の
ち
に
撤
回
）
し
た
記
者
会
見
で
、「
民
主
党
は
い
ま
だ
様
々
な
面
で
力
量
が
不
足
し
て
お
り
、
国
民
か
ら
も
『
政
権
担
当
能
力
が
あ
る
の
か
』

と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
続
け
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
一
一
月
五
日
付
朝
刊
）
て
い
る
、
と
述
べ
た
。

22
）

た
だ
し
、
二
〇
〇
七
年
参
院
選
の
直
前
に
、
民
主
党
の
長
妻
昭
が
提
起
し
た
年
金
記
録
問
題
が
安
倍
第
一
次
内
閣
の
支
持
率
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
よ
う

に
、
地
道
な
調
査
が
政
権
へ
の
評
判
を
落
と
す
こ
と
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
る
。

23
）

こ
こ
で
「
結
集
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
形
は
必
ず
し
も
ひ
と
つ
の
政
党
で
あ
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
み
ん
な
の
党
の
代

表
を
務
め
た
渡
辺
喜
美
な
ど
が
主
張
し
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
と
は
、「
新
党
で
は
な
く
、
共
通
政
策
を
作
り
、
各
政
党

が
存
続
し
た
ま
ま
連
携
す
る
も
の
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
九
月
七
日
付
朝
刊
）
で
あ
り
、
選
挙
に
お
い
て
は
選
挙
区
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
統
一
候
補
を
、

比
例
区
で
は
統
一
名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
比
例
区
で
の
統
一
名
簿
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
政
党
で
一
つ
の
政
治

団
体
を
別
に
立
ち
上
げ
な
い
限
り
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
実
質
的
に
は
新
党
の
結
成
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
小
選

挙
区
で
敗
れ
た
候
補
の
比
例
復
活
を
考
え
た
場
合
、
統
一
し
た
政
治
団
体
名
で
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
形
式
的
に
も
新
党
と
見
分
け
が
つ
か
な
く

な
る
。
み
ん
な
の
党
で
は
、
こ
れ
を
一
時
党
議
決
定
し
て
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
〇
日
付
朝
刊
）、
渡
辺
の
失
脚
後
も
、
浅
尾
慶
一
郎
代
表

が
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
四
月
一
一
日
付
朝
刊
）。
し
か
し
、
こ
れ
が
他
党
に
広
が
っ
て
い
く
兆
し
は
見
え
ず
、
や
は
り
実
質

的
に
は
新
党
を
結
成
す
る
の
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

24
）

現
実
に
は
、
個
々
の
閣
僚
に
よ
っ
て
実
務
能
力
の
高
低
に
は
差
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
世
論
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。

25
）

た
と
え
ば
、
総
選
挙
四
か
月
前
の
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
自
民
党
支
持
率
は
一
三
％
で
民
主
党
の
そ
れ
と
並
ん
で
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
八
月
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六
日
付
朝
刊
）。
た
だ
し
、
九
月
に
は
二
三
％
（
民
主
党
一
五
％
）
と
上
昇
傾
向
を
見
せ
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
九
月
一
一
日
付
朝
刊
）、
九
月
二
六
日

に
安
倍
晋
三
が
自
民
党
総
裁
に
選
ば
れ
る
と
、
一
〇
月
に
は
自
民
党
二
六
％
（
民
主
党
一
一
％
）
と
差
が
開
い
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
二

日
付
朝
刊
）。
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
前
、
二
〇
〇
九
年
六
月
に
は
、
民
主
党
二
九
％
と
自
民
党
二
二
％
と
い
う
数
字
だ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年

六
月
一
六
日
付
朝
刊
）
こ
と
と
比
べ
る
と
、
二
〇
一
二
年
に
は
い
か
に
与
党
へ
の
評
価
が
厳
し
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
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House of Councilors Election in 2013:Stability and Chaos

 
Kentaro YAMAMOTO

 

As a result of the 2013 House of Councilors Election, the governing
 

parties, the Liberal Democratic Party (LDP)and the Clean Government
 

Party (CGP),won the majority in the House of Councilors (HoC). This
 

was the first time since 2010 that the governing parties constituted the
 

majority of this body.

The LDP-centered government has established a stable parliamentary
 

procedure and has itself emerged as a stable organization. In contrast,the
 

opposition parties have been reduced to chaos. The former governing
 

party, the Democratic Party of Japan (DPJ), suffered successive fatal
 

defeats in both the 2012 General Election and the 2013 HoC contest,and the
 

small opposition parties, including the DPJ,have allied. Several opposi-

tion parties have even explored merging with others to form a larger party
 

that can oppose the LDP.

The first question posed by this paper involves the reasons for these
 

opposing situations. It argues that the LDP obtained strong support from
 

voters as a result of disenchantment with the misgovernment of the DPJ.

This conclusion is supported by comparisons between the latest and the
 

four previous HoC elections.

The second question posed by this paper is how the Japanese party
 

system will change in the near future. The system by which members of
 

the House of Representatives are elected is mixed, including both single-

member districts(295 seats)and 11 blocks that have proportional represen-

tation (180 seats). This system affords an advantage to larger parties,

even in elections involving proportional representation. (It is clear that
 

larger parties have the advantage over smaller ones in single-member
 

districts.)Because the electoral system encourages small parties to merge,

a central question facing the Japanese party system in the future involves
 

how opposition parties can merge with one another.

Indeed,such mergers lead to serious dilemmas. If parties try to form
 

a coalition,they must reconcile their policy differences. However,after
 

the new party gains the dominant governing position, such policy differ-

ences become evident. Indeed,recent events involving the governing DPJ
 

exemplify this dilemma, as the DPJ government experienced frequent
 

intraparty disputes about policy differences. The DPJ finally divided due
 

to the intraparty argument regarding the tax increase. This confrontation
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is one of the reasons that constituents have lost faith in the DPJ govern-

ment. A new, larger opposition party must be formed, but the afore-

mentioned dilemma renders politicians reluctant to do so.
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